
                     

中秋節に寄せて 
９月半ばとなり、目に映るものに爽やかさを感じる季節となりました。今週末には、中国では「中秋

節」日本では「中秋の名月」を迎えます。中国でも日本でも今年は旧歴の８月 15 日にあたる 9 月 13

日がその日にあたり、両国にとって古くからの伝統行事の一つとなっています。中国では、丸い月は家

族団らんの象徴であり、家族揃って円卓を囲んで食事をするなど、親族と過ごすために帰省する人たち

が多いようです。スイカや梨など丸い果物を供え、お世話になっている人たちに月餅を送ります。日本

では、「十五夜」の月見、ススキと月見団子などをお供えすることなど、風流な習わしとして残ってい

ます。「うさぎうさぎ なにみてはねる 十五夜お月様 みてはねる」代表的な童歌もあります。七夕

と同じように、この「中秋の名月」も平安時代に中国から伝わったといわれています。1200 年～1300

年の時を経て、両国にそれぞれの形で残っていることに、面白さと奥深さを感じます。 

さて、「中秋の名月」が伝わった平安時代の半ば、中国（唐）との国交（国レベルの交流）は、唐が

衰退するなどの要因が重なり、菅原道真が遣唐使の派遣に異議を唱えたことから、800 年代に停止され

ました。菅原道真といえば、学問の神様。生前、優秀な官僚であり、学識であった道真は、きっと多く

の国内外の状況を見定め、自分の考えを訴えたのでしょう。そして、現代。国と国との関係は、一層複

雑化し、問題解決の見通しをもつこともままならない状況が生まれています。そのような中、来年度か

ら順次、小学から高校までの学習指導要領改訂、大学入試改革が実施されます。「新しい時代に必要と

なる資質・能力の育成」「主体的・対話的で深い学びの実現」を改訂の柱として、具体的には、教科と

しての小学校英語の導入、特別の教科「道徳」・教育の情報化の推進（情報活用能力の育成、IＣＴ活用、

小学校プログラミング教育など）に取り組んでいきます。そして大きく評価が変わります。社会と連携･

協働しながら，未来の創り手を育成していくための改訂。今後、学校説明会などで説明してまいります。 

世界のグローバル化が急速に進み、将来を予測できない時代を子どもたちは生きていきますが、青島

に住み学んでいる子どもたちは、現代の遣唐使ともなり得る存在です。多様性を理解すること、多面的・

多角的な視野をもつこと、困難なことに向き合うたくましい力を身につけていくために、一層「ちんた

お」の力、中期目標へのご理解とご協力をお願いいたします。 

 

運動会の見どころ            体育主任 德永健治 

 ９月２１日（土）に第１６回青島日本人学校運動会が開催されます。「青空に響け 心に届け We are 

the champions！」のスローガンの元、子どもたちは日々練習に励んでいます。 

 小学部１～４年生は、今年もソーラン節を踊ります。今年のソーラン節は「青島ソーラン ～ニュー

ジェネレーション～」のタイトル通り、新しい時代に向けたメッセージを表現したいと思います。 

 小学部５年～中学部の表現演技は、元号が令和に変わったということで、今までの組体操とは違う新

しい体操「青島体操２０１９」にチャレンジします。中学部が中心となって体操の構成を考えたり、小

学部に教えたりと意欲的に取り組んでいます。「メリハリ」のある動きになるように、細かい動きを確

認しながら練習を進めています。どんな体操になるのか、本番を楽しみにしていてください。 

 運動会では、勝ち負けばかりに気を取られてしまいがちですが、子どもたちは練習を通して、仲間と

協力すること、仲間を理解し支えること、自分の苦手なことを認め向き合うことなど、多くの大切なこ

とを学んでいます。運動会当日は、子どもたちの全力で勝利を掴みに行く姿、練習を通して成長した姿

をぜひご覧ください。また、温かいご声援よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

青 島 日 本 人 学 校 だ よ り 

令 和 元 年 ９ 月 １ ０ 日 

校  長  金 森  孝 子 



教室の窓                小学部１年担任：岩本 梨花 
４月に入学してから約５か月。何もかもが初めてだった１年生も、だんだんと学校生活に慣れ、自分た

ちでできることが増えてきました。登校してからの朝の準備や授業の始まり、お弁当や掃除など、今では

みんなで声を掛け合って、時計を見ながら行動することができてきています。また、２学期が始まって驚

いたのは、生活科の学習で「なつまつり」を行った時です。どんなお店を作りたいのかアイデアを出し合

い、みんなで協力して準備を進めることができました。更に、他の学年や先生たちにもお店に来てほしい

という意見が出て、自分たちで宣伝をして、上級生や先生方にも「なつまつり」に参加してもらうことが

できました。普段は何かとお世話をされる側の１年生ですが、上級生や先生方をおもてなしする姿を見て、

驚くとともに、子どもたちの成長を感じることができました。子どもたちも、たくさんの人に喜んでもら

えて、大きな自信につながったようです。 

さあ、次は、運動会です。今は、毎日、運動会の練習に汗を流して励んでいます。１年生らしく、笑顔

で元気いっぱいに演技をします。青島日本人学校のアイドル１年生の演技を楽しみにお待ちください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水泳記録会             体育主任  德永健治 

 ８月２６日、たくさんの保護者の応援の中、２０１９年度の水泳記録会が盛大におこなわれました。

小学部３年生から６年生までの子どもたちが、この日を目標に６月より水泳学習に取り組んできました。 

まず、平泳ぎの部、クロールの部の順で予選を行いました。緊張の中にも、「自分の目標タイムに向

かって頑張るぞ」という闘志があふれているように感じられました。予選が始まると、これまでの子ど

もたちの自己ベストをはるかに上回る記録がたくさん出ました。上位１０名が残った決勝では、プール

の水温が上昇するのではないかと思われる程、会場中が熱気に包まれていました。 

たくさんの友達、保護者の方の応援のおかげで、自分の目標を達成することができたと思います。練

習してきた成果を出し切った後には、友達の頑張りを見て「来年こそは自分も決勝に行くぞ」と意気込

む子もいました。一人ひとりにドラマが生まれ、思い出多い、すばらしい水泳記録会になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 


